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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動の影響が一部で

継続しているものの、緩やかな回復基調が続いています。また、米国では雇用環境の改善が続き、企業部門の活動

も緩やかに拡大基調にあり、欧州でも景気は緩やかな回復を続けています。一方、中国では政府の景気刺激策によ

り経済はやや持ち直しつつあり、アジア・パシフィックではＡＳＥＡＮ諸国を中心に輸出主導で景気が加速してお

り、海外経済は総じて緩やかに回復を続けています。

医療面におきましては、国内では、医療産業が政府の成長戦略の柱と位置づけられるなかで、医療関連産業の今

後の活性化が見込まれています。欧米先進国では、医療費抑制と制度改革に取り組んでおり、米国では、無保険者

の解消に向けた動きが本格化しています。また、中国では、都市・農村での医療サービスの格差解消を目指し、医

療保険制度を含む医療制度改革が推進されています。一部に不安定要素は存在するものの、基本的に医療関連需要

は底堅く推移しております。

このような状況の下、当社グループにおきましては、国内市場及び海外市場における検体検査機器の今後の需要

増加による生産量拡大に備えるため、兵庫県加古川市に新たな機器生産工場「アイ スクエア」を設立し、生産を

開始いたしました。国内関係会社であるシスメックスメディカ株式会社およびシスメックスＲＡ株式会社の工場の

拡張も完了し、既存の当社加古川工場とあわせて４工場での生産体制への移行を本格化し、検体検査機器の生産能

力を段階的に、拡張前と比べて約３倍に増強してまいります。

また、凸版印刷株式会社の子会社である株式会社理研ジェネシス（本社：東京都）に出資いたしました。この資

本提携を通じて、遺伝子解析検査の質の向上や効率化に向けた技術開発を進めるとともに、個別化医療への取り組

みを加速してまいります。

 

＜参考＞地域別売上高 

 
 

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間 前年同四半期比

（％） 
 

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

  国         内 27,896 21.5 28,389 18.2 101.8

     米        州 28,166 21.7 33,933 21.8 120.5

     Ｅ  Ｍ  Ｅ  Ａ 37,862 29.1 47,194 30.3 124.6

     中        国 26,063 20.1 34,636 22.2 132.9

     アジア・パシフィック 9,859 7.6 11,698 7.5 118.7

   海    外    計 101,953 78.5 127,463 81.8 125.0

  合   計 129,849 100.0 155,852 100.0 120.0

 

 国内販売につきましては、検体検査機器の売上が前年同期比減となりましたが、機器設置台数の増加に伴う検体

検査試薬およびサービスの売上が伸長し、堅調に推移しました。その結果、国内売上高は28,389百万円（前年同

期比1.8％増）となりました。。

 海外販売につきましては、販売・サービス体制の強化、ソリューション提案を進めてまいりました結果、血球計

数検査分野を中心に検体検査機器の売上が伸長したことに加え、機器設置台数の増加に伴う検体検査試薬の売上

が伸長しました。その結果、当社グループの海外売上高は127,463百万円（前年同期比25.0％増）、構成比81.8％

（前年同期比3.3ポイント増）となりました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は155,852百万円（前年同期比20.0％増）、営業利

益は31,517百万円（前年同期比42.5％増）、経常利益は33,137百万円（前年同期比43.1％増）、四半期純利益は

20,620百万円（前年同期比47.3％増）となりました。
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セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

① 日本

検体検査機器の売上は前年同期比減となりましたが、機器設置台数の増加に伴い検体検査試薬の売上が血球計

数検査分野、血液凝固検査分野および免疫検査分野において伸長したこと、輸出売上が伸長したこと等により、

売上高は30,139百万円（前年同期比4.9％増）となりました。

利益面につきましては、グループ会社への輸出売上の伸長、商標ロイヤリティー収入の増加等により、セグメ

ント利益（営業利益）は19,985百万円（前年同期比47.6％増）となりました。

② 米州

米国では、血球計数検査分野を中心に検体検査機器の売上が伸長したことに加え、機器設置台数の増加に伴い

検体検査試薬およびサービスの売上が伸長し、増収となりました。中南米においては、メキシコ、コロンビアに

おいて販売が拡大したこと等により、米州全体での売上高は32,429百万円（前年同期比18.6％増）となりまし

た。

 利益面につきましては、営業費用の増加が増収効果を上回り、セグメント利益（営業利益）は1,794百万円

（前年同期比10.7％増）となりました。

③ ＥＭＥＡ

イギリス、フランスおよびドイツで売上が伸長したこと、直接販売・サービス活動の開始によりトルコでの販

売が伸長したことに加え、サウジアラビアおよびアラブ首長国連邦での販売拡大によって、血球計数検査分野お

よび血液凝固検査分野を中心に売上が伸長し、売上高は46,911百万円（前年同期比24.1％増）となりました。

利益面につきましては、グループ間の商標ロイヤリティー支払が増加したこと、ビジネス拡大に伴い営業費用

が増加したこと等により、セグメント利益（営業利益）は4,217百万円（前年同期比35.3％減）となりました。

④ 中国

市場での販売停滞の影響は一部で継続しているものの、血球計数検査分野を中心に検体検査機器の販売が伸長

したこと、機器設置台数の増加に伴う検体検査試薬の売上が堅調に推移したことによって、売上高は34,630百万

円（前年同期比32.9％増）となりました。

利益面につきましては、営業費用の増加を増収効果により補い、セグメント利益（営業利益）は5,146百万円

（前年同期比65.9％増）となりました。

⑤ アジア・パシフィック

オーストラリア、マレーシアにおいて血球計数検査分野を中心に検体検査機器の売上が伸長したことによっ

て、売上高は11,742百万円（前年同期比18.3％増）となりました。

利益面につきましては、販売・サービス体制整備による営業費用の増加が増収効果を打ち消し、セグメント利

益（営業利益）は1,015百万円（前年同期比18.7％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 ① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比べて23,848百万円増加し、234,607百万円

となりました。この主な要因は、現金及び預金が4,972百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が1,812百万円

増加したこと、商品及び製品が6,267百万円増加したこと、仕掛品が1,933百万円増加したこと、建物及び構築物

が3,642百万円増加したこと等によるものであります。

 一方、負債合計は、前連結会計年度末と比べて4,069百万円増加し、68,578百万円となりました。この主な要

因は、支払手形及び買掛金が3,994百万円増加、流動負債のその他が2,917百万円増加しましたが、短期借入金が

1,050百万円減少、未払法人税等が2,446百万円減少したこと等によるものであります。

 純資産合計は、前連結会計年度末と比べて19,778百万円増加し、166,028百万円となりました。この主な要因

は、利益剰余金が13,709百万円増加したこと、為替換算調整勘定が5,352百万円増加したこと等によるものであ

ります。また、自己資本比率は前連結会計年度末の69.2％から1.2ポイント増加して70.4％となりました。
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 ② キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末より4,964

百万円増加し、41,511百万円となりました。

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

 営業活動の結果得られた資金は、24,111百万円（前年同期比1,840百万円増）となりました。この主な要因

は、税金等調整前四半期純利益が33,087百万円（前年同期比10,150百万円増）、減価償却費が8,357百万円（前

年同期比1,178百万円増）、仕入債務の増加額が3,758百万円（前年同期は3,112百万円の減少）となりました

が、たな卸資産の増加額が6,723百万円（前年同期比5,407百万円増）、法人税等の支払額が13,840百万円（前年

同期比5,299百万円増）となったこと等によるものであります。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

 投資活動の結果使用した資金は、14,963百万円（前年同期比13,805百万円減）となりました。この主な要因

は、有形固定資産の取得による支出が9,897百万円（前年同期比787百万円増）となったこと、無形固定資産の取

得による支出が2,323百万円（前年同期比329百万円減）となったこと、投資有価証券の取得による支出が2,249

百万円（前年同期比2,207百万円増）となったこと、子会社株式の取得による支出が68百万円（前年同期比

16,571百万円減）となったこと等によるものであります。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

 財務活動の結果使用した資金は、7,677百万円（前年同期は得られた資金が81百万円）となりました。この主

な要因は、短期借入金の純減少額が1,000百万円（前年同期は純増加額が3,984百万円）となったこと、配当金の

支払額が6,734百万円（前年同期比2,190百万円増）となったこと等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想（平成26年11月5日公表）についての修正はございません。

 なお、業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因に

よって予想数値と異なる可能性があります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

  該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

  該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 （会計方針の変更） 

   （退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法をポイント基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を、割引率決

定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見

込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が303百万円増加し、利益剰余金が195百万

円減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微であります。 

 

     （アフターサービス費用） 

 販売した機器製品のアフターサービスに係る費用については、従来、販売費及び一般管理費に計上しておりま

したが、第１四半期連結会計期間より、売上原価に計上する方法に変更致しました。 

 この変更は、顧客のニーズに対応して増加してきているアフターサービスに係る売上高について、その重要性

が高まっていることに加え、第１四半期連結会計期間においてアフターサービスに係る費用を算定するための新

たなシステムの使用を開始したことを契機に、売上高と売上原価の対応関係を明確にし、売上総利益をより適切

に表示するために行ったものであります。 

 なお、グループ共通の統一した方法によりアフターサービスに係る費用を算定するための新たなシステムの導

入が第１四半期連結会計期間の期首であったことから、前第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に新た

な会計方針を適用するために必要な情報の取得が困難であるため、遡及処理を行わず、第１四半期連結会計期間

の期首から将来に亘り当該会計方針を適用しております。なお、前連結会計年度末において仕掛中のアフターサ

ービスが存在しないため、当第３四半期連結累計期間の期首における純資産の利益剰余金への影響はありませ

ん。 

 これにより、従来の方法と比べて、当第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、売上原価は

9,520百万円増加しており、売上総利益並びに販売費及び一般管理費は同額減少しておりますが、営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

 

     （顧客へ製商品を届けるための運送費） 

 販売した製商品を顧客へ届けるための運送費については、従来、当社及び一部の連結子会社においては販売費

及び一般管理費に、その他の連結子会社においては売上原価に計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間

より、売上原価に計上する方法に統一致しました。 

 この変更は、海外における事業拡大に対応するために行っている製商品の供給プロセス改革の一環として、第

１四半期連結会計期間に実施した親子会社間の貿易条件の見直しを契機に、運送費の発生実態と処理方法を検討

した結果、運送費を売上原価に計上する方法が企業実態を財務諸表に適切に反映できるものと判断したために行

ったものであります。 

 なお、当該会計方針の変更を遡及適用し、前第３四半期連結累計期間については遡及適用後の四半期連結財務

諸表となっております。 

 この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、売上原価は841百万円増加してお

り、売上総利益並びに販売費及び一般管理費は同額減少しておりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益に与える影響はありません。また、表示期間より前の期間に関する会計方針の変更による累積的影

響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 36,698 41,670 

受取手形及び売掛金 45,514 47,326 

有価証券 131 259 

商品及び製品 21,242 27,509 

仕掛品 1,725 3,659 

原材料及び貯蔵品 4,351 4,865 

その他 17,048 19,270 

貸倒引当金 △889 △1,088 

流動資産合計 125,823 143,473 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 18,855 22,498 

その他（純額） 34,918 35,752 

有形固定資産合計 53,774 58,251 

無形固定資産    

のれん 13,115 11,767 

その他 10,742 11,000 

無形固定資産合計 23,858 22,767 

投資その他の資産 7,303 10,115 

固定資産合計 84,935 91,133 

資産合計 210,758 234,607 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 13,263 17,257 

短期借入金 1,050 － 

未払法人税等 7,699 5,253 

賞与引当金 5,047 4,316 

役員賞与引当金 269 298 

製品保証引当金 291 437 

その他 26,386 29,304 

流動負債合計 54,010 56,868 

固定負債    

長期借入金 105 － 

役員退職慰労引当金 102 102 

退職給付に係る負債 631 886 

その他 9,658 10,721 

固定負債合計 10,498 11,709 

負債合計 64,508 68,578 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,243 10,405 

資本剰余金 15,183 15,345 

利益剰余金 109,976 123,686 

自己株式 △270 △279 

株主資本合計 135,133 149,157 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,134 1,317 

繰延ヘッジ損益 － △11 

為替換算調整勘定 8,652 14,005 

退職給付に係る調整累計額 836 668 

その他の包括利益累計額合計 10,623 15,980 

新株予約権 493 890 

少数株主持分 0 － 

純資産合計 146,250 166,028 

負債純資産合計 210,758 234,607 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 129,849 155,852 

売上原価 47,988 65,009 

売上総利益 81,860 90,843 

販売費及び一般管理費 59,736 59,326 

営業利益 22,123 31,517 

営業外収益    

受取利息 120 151 

受取配当金 51 67 

為替差益 755 1,112 

その他 259 495 

営業外収益合計 1,187 1,828 

営業外費用    

支払利息 23 27 

持分法による投資損失 19 76 

その他 108 102 

営業外費用合計 151 207 

経常利益 23,159 33,137 

特別利益    

固定資産売却益 6 22 

受取保険金 242 － 

その他 0 0 

特別利益合計 249 22 

特別損失    

固定資産除売却損 78 71 

減損損失 231 － 

投資有価証券評価損 46 － 

輸送事故による損失 116 － 

その他 － 1 

特別損失合計 472 72 

税金等調整前四半期純利益 22,936 33,087 

法人税、住民税及び事業税 9,195 10,996 

法人税等調整額 △261 1,470 

法人税等合計 8,933 12,467 

少数株主損益調整前四半期純利益 14,002 20,620 

少数株主損失（△） △0 △0 

四半期純利益 14,002 20,620 

 

- 8 -

シスメックス㈱（6869）平成27年３月期　第３四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 14,002 20,620 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 725 182 

繰延ヘッジ損益 － △11 

為替換算調整勘定 8,867 5,352 

退職給付に係る調整額 － △167 

その他の包括利益合計 9,592 5,357 

四半期包括利益 23,595 25,977 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 23,595 25,977 

少数株主に係る四半期包括利益 △0 △0 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 22,936 33,087 

減価償却費 7,178 8,357 

減損損失 231 － 

受取保険金 △242 － 

売上債権の増減額（△は増加） 5,386 455 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,315 △6,723 

仕入債務の増減額（△は減少） △3,112 3,758 

その他 △657 △1,176 

小計 30,404 37,759 

利息及び配当金の受取額 173 209 

利息の支払額 △9 △16 

保険金の受取額 242 － 

法人税等の支払額 △8,540 △13,840 

営業活動によるキャッシュ・フロー 22,270 24,111 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △9,109 △9,897 

無形固定資産の取得による支出 △2,652 △2,323 

投資有価証券の取得による支出 △42 △2,249 

子会社株式の取得による収支 △16,640 △68 

その他 △323 △423 

投資活動によるキャッシュ・フロー △28,768 △14,963 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,984 △1,000 

長期借入金の返済による支出 △3 △148 

配当金の支払額 △4,544 △6,734 

その他 645 204 

財務活動によるキャッシュ・フロー 81 △7,677 

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,820 3,493 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,595 4,964 

現金及び現金同等物の期首残高 34,306 36,547 

現金及び現金同等物の四半期末残高 30,711 41,511 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

  日本 米州 ＥＭＥＡ 中国 
アジア・パ
シフィック 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
28,724 27,349 37,793 26,054 9,927 129,849 － 129,849 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

44,485 4 497 4 118 45,110 △45,110 － 

計 73,209 27,353 38,290 26,059 10,045 174,959 △45,110 129,849 

セグメント利益 13,537 1,620 6,514 3,101 1,249 26,023 △3,899 22,123 

（注）１．セグメント利益の調整額△3,899百万円には、セグメント間取引消去86百万円、棚卸資産の調整額△3,621百万

円、固定資産の調整額△240百万円などが含まれております。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

 「ＥＭＥＡ」セグメントにおいて、第２四半期連結会計期間中にパルテック ゲーエムベーハー ゲル

リッツ及びその子会社等の持分を取得したため、連結の範囲に含めております。当該事象によるのれんの

増加額は、6,199百万円であります。のれんの金額は、取得原価が未確定であり、かつ取得原価の配分も

完了していないため、暫定的な金額であります。また、当第３四半期連結会計期中にアイノスティクス 

ゲーエムベーハー及びその子会社の持分を取得したため、連結の範囲に含めております。当該事象による

のれんの増加額は、5,195百万円であります。のれんの金額は、取得原価が未確定であり、かつ取得原価

の配分も完了していないため、暫定的な金額であります。

 「アジア・パシフィック」セグメントにおいて、第１四半期連結会計期間中に韓国の販売代理店の株式

を100％取得したため、連結の範囲に含めております。なお、当該事象によるのれんの増加額は、2,383百

万円であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

  日本 米州 ＥＭＥＡ 中国 
アジア・パ
シフィック 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
30,139 32,429 46,911 34,630 11,742 155,852 － 155,852 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

53,846 104 828 4 117 54,901 △54,901 － 

計 83,986 32,533 47,740 34,634 11,859 210,754 △54,901 155,852 

セグメント利益 19,985 1,794 4,217 5,146 1,015 32,159 △642 31,517 

（注）１．セグメント利益の調整額△642百万円には、セグメント間取引消去92百万円、棚卸資産の調整額△867百万円、

固定資産の調整額131百万円などが含まれております。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、退職給付債務及び勤務費用の計算方法

を変更しております。なお、この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は

軽微であります。
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